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90号 (2004)

を つ

久保

泣今年で創立40周年を迎えました。 20周年には「遠足の地学Jを，また30周年には

あるき(続遠足の地学)Jを記念事業として出版いたしました.今自の40賭

については曹 を中心に種々計蕗されヲ運営委員会においても検討された結果予静岡県内

目別にリストアップしてラそれらのデータを統一的基準でまとめた GEO DATA 

BASEを作成することにいたしました.この事業は警察地学会会員の総力をあげて取り組んでも数

を要するものと思われます.従って?今年の40題年を記念してラ県地学会がこの大事業に取

り組む元年としたいと考えておりま

具体的には，静両県内に存在する空知っておきたい地学的現象やすでに失われつつある地学的事象

を取り上げ，それらの現象や事象に関して県地学会の会員が全県的に調査研究し予それらの結果を

DATA BASEとして保存しヲ最終的には「静関 GEODATA BOOK (仮称)Jとしてまとめたいと

えておりますe

1 .静関県の fGEODATA BASEJについて

人間活動に伴う環境破壊によって動植物の絶滅が危倶されている。このような状況を調査し

て REDDA T A LISTを作成しヲその現実を多くの入に知ってもらうという生物種の保全@保護を促

す試みがある。これらの調査結果はヲこの春曹 fまもりたい静岡県の野生生物-県版レッドデータ

ブック」として出版された.私達はヲこの運動と連動した地学現象を iGEODATA LISTJと呼ぶ、

ことにし，静岡県内の各種地学現象についてヲ私達はそれらの所在をν25，000地形図にプロットしヲ

そのデータを iGEODA T A BASEJ として曹長く保存しようというものである.この事業によって

得られた記録 (GEODATA) は最も信頼できる資料として広く一般的に活用してもらえるよう，ま

た専門家も参照したくなるような最新の情報をもった高度なレベルの内容にしたいと考えている.

2. GEO DATA BASEの作成手}I撰

iGEO DATA BASEJは以下のような手願で県地学会に集約する@

(1)調査項目の決定:静両県の東・中@西部ごとに，各支部で特徴的な地学現象を取り上げ9 それら

を項目(一項目一件の場合と一項目多件の場合がある)ごとに「調査研究項目票J(図 1)に記入す

る@これらの調査項尽にはコード番号 (GEODATA CODE一覧参照)を付し，調査項目として設

定する@
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(2)調査@研究:上記の設定された項目に対して雪個人または数人のグループによって全県的な調査

を行う e 例えば?

①「金鉱床J(東部提案項目)の場合:まず雪 に存在するまたは事在した をくまな

くりストアップしヲそれらの歴史を含めた個々の鉱山について詳しく調査する@続いて誓願次予中

部ヲ西部に問項目の調査を拡張していく@

②「枕状溶岩J(中部提案項目)の場合:まずヲ県内に存在する全ての枕状溶岩の分布を調べ上げヲ

それらの規模や露出の状況雪地質時代など地質学的調査を行い曹それらの結果を記録保存する@

③ fナウマン象」

出地点曹産状曹

自)の場合:これまでに県内で産出したナウマン象化石の部位9

などを文献だけでなく現地調査によって詳しく調べ曹信頼性の高いデータ

ベース る@

以上のように宮地学会会員による独自の調査研究により型これまでに知られていなかっ

判明するとともに雪県内における問項目についての重要性が再認識されることになる。これらのオリ

ジナルデータは県の貴重な財産となります@各項目の所在地(位寵)を1/25，000地形留に記入しp そ

れらの記載をするとともに項目によってはサンプルを採集い状況写真を保存する必要がある@

(3)調査結果:各項目の調査結果はラ iGEODATA調査察J(函 2)にデータを記入するとともに空

所定の形式 (A4用紙(横)に写真曹地形図，説明文をつける)に従って「報告書J(図 3)にして

まとめる@この際事より詳しいオリジナルデータは調査者が各

(ヰ)データの管理:個人やグループによって調査された項目は予

られるがヲ調査結果の著作権については曹基本的には個々

るものとする@

に集約され雪本部でまとめ

にあるものとする@

提出されたデータ(関 1~3 の票)の版権はラ県地学会が所有するものとする(ただし予誰によっ

て調査されたものか調査研究者の氏名は明記される)。

(注意)調査研究によって得られたオリジナルデータはヲ基本的には調査者によって保存される

が，採集標本などは県地学会に寄付され曹県の標本保存事業(将来の県自然史博物館)の収蔵庫に移

し保管されることが望ましいe

3. GEO DATA CODE 

各調査項目は，以下の分類に従ってコード番号(6桁)が与えられる.最初の 2桁を大分類とし9

次の 2桁を中分類ヲ最後の 2桁を小分類として整理する@

大分類はヲ天文00曹地震10，気象@海洋20ラ地質30，地形40曹化石50警鉱物@鉱床60曹岩石70ヲ火

山80，その{也の地学90と区分し型大分類の中を警 2桁目を使って更に区分できるようにした@

中分類は雪例えば地質30中の地躍には01雪地質構造02曹ブオツサマグナ03曹中央構造線。ι糸魚川

一静岡構造線05のように 2桁のナンノてーが願次与えられる@

小分類は雪地質30型地膚01の中の石炭系には01，二畳系02雪三畳系03警ジュラ系04曹白亜系05，古

第三系06型新第三系07，第四系08，四万十層09のようなナンバーを与える@このようにして与えられ

たコード番号は曹具体的な各項目としては次のような 6桁の番号がつくことになる@例えば曹四万十

は300109となる.
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鉛号 (2004)

それぞれの項目は以下のようなコード番号で整理される a

地形40侵食地形01洞穴01(400101)ラ化石50脊栓動物01ナウマン象01(500101)ヲ鉱物@鉱床60

鉱山01金01(600101)ヲ火山80溶岩01溶岩嶺型01(800101)，その地の地学的植物01ヨコ

これまでに提案されたコードは以下の通り.

白亜系300105，古第三系300106ラ第三系300107，第四系300108予四万十層300109曹断層300201普段

丘300202，ケルンバット300203ラ鍾乳洞400102ラ砂丘400201ラ海食台400202，海岸の砂400203ラ

線400404，浜名湖400301ラポットホール400401，蛇行400402，滝400403ラ河JlI穣40040ム段

400405，砂丘400406ラ牧の原400601，ナウマン象500101ラ鹿500102，アンモナイト50201，炭化木

500301ヲ珪化木500302，砂金500102ヲ!日鉱山600103ラ石灰岩700101，オニオンストラクチャ-

700102ヲノジュール700103ラ溶岩洞穴800102予枕状溶岩800103，柱状節理800201.

4.研究項目の一部(各項目により小項毘あり)

日
M 大谷崩れヲ相良油田，

詔 1.調査薪究項目票.

根竪遺跡ヲ小笠山雪 MTL と地形.

( ) 
東.r:t.街支部 提出自

ま手 }考 8 

鶴査費侵奪雲氏名

調査審氏名

大分類

中分類

小分類

コード番号
(恕入しない)

( ) 
東.r:t.箆支部 援出回

達手 }奇 回

鶴変質住署雪氏名

摂筆者氏名

-
大分類

中分類

小分類

コード審者警

{記入しない)
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国2.Gξo DATA調査票.

テーマ

護翠欝号

メッシュ番等

静岡県 常務

害義器地 緯度:

経度:

具体的な佼鐙、補定事項(持ち主など)

コード

図3.

地学的援繁

(飼鷲寝間)

警察式:①A4横の用離を用いる。

写真賂付

町

鶴登護霊

確認物:

1.写真

2.様割大きさ

3. 

4. 

その他:

1. Map:1/( 

2.ルートマップ(者・鍛)

確認有無 Sampぬの殺予

(鰐:露顕あり・畿大・穣11い良・壌)

②塁審察結付 ③1 /25.000地形菌

1/25.000 地静関

解説文(文学の大きさは畠趨)

A4サイズ内に、上記のように配翠し、写真、地形図、説明文は適宜とする。
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